
兵庫県環境マネジメントシステムに係る令和２年度外部審査結果について 

 

１ 外部審査について 

  県では、環境率先行動計画の一層の徹底を図るため、行政における管理と運用の実態や「環

境率先行動計画」の取組状況に合わせた効率性の高い独自の環境マネジメントシステムを構

築・運用し、PDCAサイクルを通して環境負荷の低減に取り組んでいる。 

  この「兵庫県環境マネジメントシステム」が適切に運用されているか、また各所属で効率的・

効果的な取組や高いパフォーマンスが確保されているか等にいて、客観的評価を得るため、外

部審査を実施している。この審査については、公正性・透明性を確保するため、第三者機関に

審査業務を委託している。 

 

２ 外部審査の実施 

  令和 2年 12月 1日(火)から令和 3年 3月 29日(月)にかけて、8所属に対し外部審査を行い、

次の結果となった。 

  （※外部審査・内部監査合わせて、1所属につき概ね 3年に 1回受審） 

 内  容 件数 

不適合事項 

法律が守られていない場合や要求事項を満たしていない又はシ

ステムに基づいた運用が行われていない等のために、環境に著

しい影響を与えるかその可能性がある状況。 

0 

改善必要事項 一部に改善を要求する事項があると考えられる状況。 1 

改善推奨事項 
要求事項は満たしているが、一部に改善または努力の余地があ

ると考えられる状況。 
73 

取組の良い点 環境マネジメントの取組において、特に評価される事項。 6 

 

 (1) 不適合事項 

   なし 

 

 (2) 改善事項 

  ア 件数 

   【改善必要事項】1件 

   ・産業廃棄物の委託処理に関して、処理業者との委託契約書が締結されておらず、環境関

連法規制順守事項を満たしていない。 

   【改善推奨事項】73件 

 

 (3) 取組の良い点 

  ア 件数 

    6件 

 

  イ 具体的内容 

    ・校舎周辺・グラウンド・周辺道路等の清掃活動を行い、落ち葉拾いや草引きだけでな

く、溝清掃などを実施 

    ・SDGsを踏まえた身近な社会問題をテーマとした探究活動を実施 

    ・環境問題に関わる多数の研究活動を実施 

    ・樹木帯を整備し、緑化保全に努めている 

    ・選択科目の授業では、環境教育を実施 

    ・人と野生動物と森林等の自然環境との調和のとれた共存を目指したワイルドライフ・

マネジメントを推進するための調査研究・行政施策の支援を実施 


